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1 可茂土木事務所は県の組織




　　
　

2 国・県・市町村の連携　
	組織
	主な役割
	担当箇所の例

	1 国
	大きな道路や川の整備，
維持管理
	国道21号，木曽川

	2 県
	中規模の道路や川の整備，維持管理
	県道，可児川

	3 市町村
	細やかな道路や川の整備，維持管理
	市町村道，
小さな川



　　　
3 通常時の防災の取り組み　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4 災害時の対応
	災害発生前
	・警戒態勢をとる。（大雨注意報等にともない，夜や休日でも担当者が事務所に集まる）
・気象等の情報の収集と提供，パトロールを行う。

	発生直後
	・現場へ行き，早急に状態を確認し，被害情報を集める。
・応急的な対策工事を行う。→建設会社への指示

	復旧に向けて
	・災害か所の調査，復旧工事の設計・監督，建設会社への発注を行う。
・国への災害復旧事業の申請をする。（＝予算の要求　資料⑤に関わる）
・地元への説明，土地の所有者や関係機関などとの調整などを行う。



　　
5 災害復旧にかかった費用
（平成２３年度）

可茂土木事務所河川砂防課


　　　　








岐阜県庁





県土整備部





県庁内に


置かれた


組織





現地に置かれた組織





土木事務所


（事務所の数は


１１個）





★可茂土木事務所★


事務所は，美濃加茂市の可茂総合庁舎の中にあります。


美濃加茂市，可児市，加茂郡(７町村），御嵩町の２市８町村を管轄しています。





可茂土木事務所





総務課





施設管理課





用地課





道路建設課





道路維持課





河川砂防課





可茂土木事務所では，幹線道路ネットワークの構築，地域間同士が交流し一体感を実感できる道づくりを目指しています。


また，この地域は，豪雨により大きな被害を受けた地域であり，災害か所の早期復旧，災害に強い道づくりを進める一方で，洪水時の警戒避難に資する河川情報の提供，土砂災害警戒区域等の指定など，防災体制の整備に力を入れています。





他課の主な仕事


道路を作る。舗装の補修，街路樹の剪定，橋の耐震補強。


違法な工事等をしないよう指導する。など








河川砂防課の主な仕事


堤防，護岸，ダムなどの工事と，除草など維持補修作業


がけ崩れや落石，土石流を防ぐ工事





細かな情報は市町村が収集し，それを県が集約して国に報告したりしています。昨年度9月20日の災害時には，御嵩町役場から連絡を受け，可茂土木事務所も対応をしました。





可茂土木事務所は県の組織なので，②の役割を担当します。


災害や避難に関する情報は，国・県・市町村がお互いに共有し連けいしています。災害が起きた時には，それぞれの災害対応マニュアルに従って対応しています。


また，インターネットで気象データ，川の水位，カメラ映像等を共有できるシステムを使用しています。








・定期的にパトロールを行う。


・劣化や損傷等を発見したら，必要に応じて補修を行う。


・川の映像や水位等をネットで見ることのできるシステムを整備する。


・災害の危険性が高い箇所を調査する。





少しでも災害がひどくならないように，住民の方に災害の状況や危険を知らせ，防災に対する意識を高めてもらえるよう，無償で砂防講座も行っています。





岐阜県内で災害が発生した場合，各地域で次のような対応をすることになっています。





災害を見かけたり通報を受けたりした場合に，関係者に連絡をしつつ，大至急現場を確認する。


現地で被害者がいないか確認する。


国・町・消防など，関係機関に連絡する。


（特に被害が大きい場合は自衛隊にも出勤を


要請します）


必要に応じて，応急的な手配をする。それに応じて建設業者が応急的な工事を行う。








平成23年度の上之郷での災害発生時


　　　＜実際行った対応＞


災害状況を調査していた職員が偶然土砂崩れの発生を目撃した。


現地でまず被害者がいないか確認した。


可茂土木事務所と御嵩町に連絡したところ，住民が前もって避難していたことが判明した。


雨が上がり災害がさらに広がる恐れもなかったため，その後は御嵩町に引き継いだ。





国全体：約9000億円





岐阜県全体：約141億円





御嵩町：


約1.3億円








